
Market & Data

『ワ
ット・ビット連携』とは、電力（W）と
情報通信（bit）のインフラを整備
して効率的に運用する取り組みを

指す。AI（人工知能）の普及やデジタル化
に伴い、データセンターの電力消費が急増
する傾向にあるなか、再生可能エネルギー
など脱炭素電源の有効活用とデータセンタ
ーの適地確保を進め、電力の安定供給や
産業競争力の強化とともに脱炭素化を目指
すというもの。
現状は民間企業がデータセンターを整

備しており、建設は東京や大阪など都市部
に集中している。だが、大規模災害やデー
タセキュリティ強化などの安全保障の観点
に立てば、データセンターの地方分散を進
めていく必要がある。
そこで政府は、データセンター需要への
対応として、一般送配電事業者が早期に
電力供給を開始できる場所を示した『ウェ
ルカムゾーンマップ』を活用し、系統に余力
のある地域へのデータセンターの立地を促
す考えだ。
中長期的には、新たにデータセンターの

集積拠点を造成する必要があるが、データ
センターの建設よりも電源の整備に時間が

かかる。だからデータセンターの需要場所
に合わせて脱炭素電源の整備や送配電
網の増強を進めるのではなく、電力インフラ
の状況をみて望ましい地域にデータセンタ
ーの集積拠点を立地する方が効率的なの
だ。1ヵ所あたりGW級のデータセンターの
集積拠点を今後10年程度で複数造成す
るにあたっては、先行して電力整備を行う
方向だ。
これを受けて、経済産業省は、脱炭素電
源と産業用地を一体整備し、GX関連産業
を集積させる『GX戦略地域制度』を2025
年8月に創設した。自治体や事業者による

事業案を募集し、産業団地やデータ
センターを集積する地域の選定を行
うこととした。26年9月11日には第1弾の
GX戦略地域を決定。データセンター
の集積地域に選定されたのは、北海
道石狩市、苫小牧市、秋田県秋田
市、宮城県富谷市、 栃木県矢板市、
茨城県常総市、つくば市、富山県南
砺市、 香川県綾川町、坂出市、丸
亀市、福岡県北九州市、直方市、鞍
手町、 鹿児島県薩摩川内市である。

経産省GXグループGX投資促進課の
上利祐貴課長補佐は、「データセンターの
事業者が選定地域に進出するという蓋然
性を確認して地域を選んだが、自治体がい
かに事業者を誘致できるか、促進策も重要
だ。自治体と伴走しながら産業立地に取り
組んでいく」と語る。
さらに経産省は、GX戦略地域制度の一
環で脱炭素電力の活用と脱炭素電源の
立地自治体への貢献を条件に、製造業や
データセンターなどの大規模な設備投資を
支援する『GX地域共創補助金』も設けた。
データセンターの地方分散を進める一

方で、電力需給に応じてデータセンター間
で処理負荷を移動させ、電力系統への負
荷低減を目指す『ワークロードシフト』と呼ば
れる新技術の開発も進められている。再エ
ネの発電量が多い地域や時間帯に処理
の負荷を移すことで、再エネの利用拡大に
つながるとして、日本電気や電源開発などが
実証試験を進めている。
ワット・ビット連携を背景に、電力とデジタ
ルインフラを掛け合わせた新たな事業が広
がり始めている。 

（単位：米ドル）

種別 平均価格 下限 上限 トレンド

ポリシリコン（kgあたり） 10.9 4.1 〜 22.0 →

ウエハ（1枚あたり） 単結晶シリコンウエハ 0.14 0.13 〜 0.16 ↘ 0.3%

セル（Wあたり） 単結晶型 0.04 0.03 〜 0.04 ↗ 2.8%

モジュール（Wあたり） 単結晶型 0.10 0.09 〜 0.10 →
※EnergyTrend及びPVeye独自取材によって算出 （10月現在）
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出所：日本卸電力取引所
DA-24（24時間平均値）　　　DA-DT（8時～22時の平均値）　　　DA-PT（13時～16時の平均値）  （単位：円/kWh） TTV（約定量）  （単位：MWh）
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キーワードから学ぶ
再エネビジネスの基礎

電力と情報通信を連携し、効率的な運用を図る『ワット・ビット連携』について概要を解説する。

ワット・ビット連携
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データセンターの分布立地状況
地域別DC立地面積/棟数（2023年）

面積（㎡） 割合 棟数（棟） 割合

北海道 17,290 1% 16 3%

東北 25,590 2% 40 8%

関東 1,070,450 64% 194 38%

中部 69,150 4% 78 15%

関西 411,550 24% 84 16%

中国/四国 37,920 2% 49 10%

九州/沖縄 47,960 3% 49 10%

合計 1,679,910 100% 510 100%

※経産省公表資料をもとにPVeye作成

※OCCTO 全国及び供給区域ごとの需要想定（2026年度）を参考にPVeye作成

データセンターの電力需要の見通し（2025年1月時点）
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data1 世界市況データ（ポリシリコン、ウエハ、セル、モジュールスポット価格）

data2 需給調整市場の落札結果（2026年9月1日～30日、速報値）

data3 日本卸電力取引所におけるスポット市場の平均取引価格推移

電源属地別（単位：円/kW・30分） 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 全国平均 上限価格※

一次オフライン

最高落札価格 9.95 15.00 10.00 9.48 9.90 12.50 10.00 7.00 9.80 10.40

10.00平均落札価格 1.18 9.48 8.55 3.43 2.46 2.92 2.54 0.99 2.80 3.82

最低落札価格 0.00 0.00 0.30 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.03

一次調整力

最高落札価格 10.00 15.00 10.00 9.96 14.59 12.50 10.00 9.80 16.98 12.09

10.00平均落札価格 1.37 8.20 4.01 2.39 2.13 2.46 2.76 0.94 4.29 3.17

最低落札価格 0.39 1.13 0.30 0.36 0.00 0.00 0.24 0.18 0.01 0.29

二次調整力①

最高落札価格 10.00 10.00 10.00 9.96 14.59 10.00 10.00 1.70 16.98 10.36

10.00平均落札価格 1.40 6.65 1.80 1.43 0.83 0.40 2.23 1.19 4.64 2.28

最低落札価格 0.00 0.00 0.39 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.04

二次調整力②

最高落札価格 10.00 10.00 10.00 9.96 14.59 10.00 10.00 1.70 16.98 10.36

7.21平均落札価格 1.31 6.98 1.85 1.45 0.84 0.47 2.22 0.85 4.45 2.27

最低落札価格 0.39 0.00 0.39 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.09

三次調整力①

最高落札価格 10.00 10.00 10.00 9.96 14.59 10.00 10.00 1.70 16.98 10.36

7.21平均落札価格 1.23 6.88 1.93 1.45 0.83 0.50 2.44 0.90 4.45 2.29

最低落札価格 0.00 0.00 0.39 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.04

三次調整力②

最高落札価格 47.95 36.00 96.50 80.00 28.00 80.00 80.00 3.20 80.00 59.07

なし平均落札価格 1.21 0.59 0.46 3.07 0.51 1.13 0.32 0.24 1.73 1.03

最低落札価格 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

※需給調整市場システムでは入札・約定処理において上限価格の超過有無を確認しておらず、上限価格を超過した入札があり、その札が約定した場合は表示される。ただし、上限価格を超過した
約定については精算手続きにおいて上限価格を適用したうえで料金計算が行われる。

出所：電力需給調整力取引所
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